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日本国有鉄道納

検炭設備用模擬系統照光操作盤

日本国有鉄道で使用する石炭の品質を検査する検炭設

僻ほ,使用電動機総数50台に及ぶ大規模なものである｡

日立製作所亀戸工場において製作納入Lたこの照光操作

盤にrしり,希系統の が,-一一目でわかるようにな

ー･_~~-1ている｡また符系統の順序運転や,電動機の申独運転

三､_,ここから行うことができる.ノ

東電フライアッシュエ業株式会社納

フライアッシュ回収装置用

机形操作盤

軒力発電所J)煙のなかに含まれるプラ′rアッシュを回

収巨てソ 袋詰室へ輸送する装障ほ,数~卜台の電動機を位

相l~る複雑なものである二,この操作盤によって,こ上ら

(::､)r｣一定湖機群を,l'l由に制御することかできる.-

多色輪転機用ICモートル

汁立製作所でほ電磁領事を利用しイニICモートルをい

まヰで多数製作Lてきたが,その-･つとし_て多色輪転機

駈鋤側の速度調整範囲の広いICモートルを紹介する二

構造確第3図に見られるように,共通ベースの仁に?クこrハ

亘_-.し7)が直結されている._

(~1)駆動用電動機 EFtJOJKK 30HP
-1P

200V 50′､ 連続一′王楕

(2〕IC(インオグションカ･･ノフリング)

EFO¶ES15m.kg

O､･1,200rpm 連続定格

(:i■)電磁ブレーキ LS-SY15mぶg

上記のほかに｣Cの冷却川とL-て2HPのシロッコフ

r-ノを備えている〕輪転機ほ紙通し.の際と試L刷りの呵,

定楢速断うす＼忘程度の微速虔で数分寸数分枇
されるが,このICモーターほサイラトロン式日

調整装責引こより.0一-1,200rp皿まで無段階に,またと

打速度においても安定Lた速度で連続運髄できる特長を
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第1岡 模擬系統昭光操作盤

拾2図 フラでフ∵ソシュ回収製耶≠

札型操作盤



日 立

有する｡しかも低速運転の際ICから発生する熱ほシロ

ッコフアンにより室外に排出されるようになっているか

ら,低速度で連続運転を行ってもなんら支障ほない｡な

お非常の際ほ

きる｡

磁ブレーキにより急停止を行うことがで

船 用 モ ー ト ル

ここ数年来,国内における計画造船と,海外からの輸

～1i船の受注のため,造船界は非常に活況を呈している｡

日立製作所においてほ主機ほもちろんのこと,補機関係

の 気品を一式製作しており,船用モートルについては

その特殊な使用条件を考慮した新型を今回完成した｡本

モーいレの特長は次のとおりである｡

(1)国際水準までに小型化された新JEM寸法によ

っている｡

(2)′J､型化されたにもかかわらず,特性は従来と変

らない｡

(3)コイルは耐湿性のよいPVF線を使用し,独自

の耐熱,耐湿特性にすぐれたサーモセットワニスで

絶縁処理してある｡

(4)
J_
ノし

(5)

寿命の長い日立モートルグリースを使用し,ま

グリースガンで補給できるようになっている､つ

軸受箱は完全な密封構造にたっている｡

250Wク ラ ッ チモート ル

強力な日立モートルと高性能の摩擦クラッチとを一体

に組合せたもので,高速度工 用ミシンの駆動用モート

ルである｡このクラッチモートルは下記のような特長を

もっている｡

(1)モートル軸とクラッチ軸が分離しており,かつ

クラッチ機掛′ま特に強固に設計されているので,ク

ラッチ部分の摩耗が非常に少なく,動作がきわめて

安定しており,調整も容易である｡

(2)モートルが2極で,フライホイールも十分大き

いので,クラッチかみ合い時の速度低下が少なく,

ミシソで縫製する布の縫目を初めから一様にするこ

とができる｡

(3)プーリを簡単に交換できるので,用途に応じ最

適の形状,寸法のプーリを使用できる｡

(4)モートル部分ほ完評のある日立モートルである

から,車力でガ命が長く,クラッチ部分も取り撒十

容易で,保守が簡単である｡

なお,このモー1､ルは急速起動,急停止が可能である

カ▲ら,小型工作機楓 巻線機,研磨機などに使用しても

好適であるっ
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第j回 EFUO-K5HP4P440V,60′､

鞄用モートル

第5図 250Wクラッチモートル

(型式CLME-K)

研削盤用多速度電動轢

研削盤の硝石軸用電動機は,被加工物の材 ･砥石の

材質･砥石の輝線こよる外径の変化などに対して,回転

数を調節する必要があり,特殊の場合を除き2､3段速

度の多速度誘導電動機が使われている｡この場合電動機

の形状ほ機械の構造に合せて特殊な形にするか.組込型

とLて機械の中に組込まれることが多い｡また研削髄の

性質上特に振動の少ないものを要求されるので設計上,

工作上十分な考慮が払われている｡

日立製作所ではいままでにこの種多速要電動機を■多数

製作Lてきたが,その一つとLて工具研削盤砥石軌吊と

Lて売る図のような特殊形状の多速度電動機を菅沼~:した

ので紹介する｡
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出
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仕 様
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二の電動機の特長は

(1)外径を極力小さくし,また機械の鞘攻にこ､士て

調和のとれた外形とした｡

(2)
､･

と

振動を極力小さく,またアソギエラー=∴∴7ク

型ポー′レベアリングを使用して,軸方向･仁一動きを

どめてある｡

ヽ



日 立

第6図Ⅰト軋.〕,1/1HP,

2/4梅軒削整砥石軸用

電動機

(3)この研削盤ほ砥石を水平から垂直まで自由iこ変

⊥て使用できるようになっているので,電動枚の外

曾の中央部を支点にして回転しうるようになってい

ノっむ

電磁式プラッキングリ レー

電 式ブラッキングリレーは,三相誘導 動機により

駆動されている回転機を急速に停止するために,可逆電

磁開閉器と連動して使用するもので,動作回転数の調整

が可能である特長をもっている｡

構造および動作

木器の外観を第7図に示す｡

本執ま外郡駆動軸により駆動される強力な永久磁石

編集後記
近代工業は生産高の増大と品質

の向上を特徴とし,その生産設備

は多数のモートルと優秀な制御装

置を求めてやまない｡最近におけるモートル用材料の進

歩,特に珪素鋼板の品質向上と,合成化学絶縁物の開発

改良は,設計技術の進歩と相まって,モートルの′卜型軽

量化とともに,その信頼度を高めるのに多くの貢献をし

た｡また新しい制御方式の開発と使用器具の性能の改善

と小型化とは,モートルの応用範囲をますます広げてゆ

きつつある｡

○

本誌では,これらモートルおよび制御装置に関する日

立製作所の最新の研究の成果を乗録し,生産設備の近代
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第7国 電磁式プラッキングリレー

と,その外側にある阿転可能なキャップおよびスイッチ

部分とから構成されている｡

永久磁石が回転すると,その外側にあるキャップに渦

電流が流れて,トルクが発生し,キャップに取り付けて

あるレバーによって接点が閉路する｡

回転速度が減少するとキャップに発生するいレクが減

少し,調整速度に達すると,バネの力によって接点が閉

路する｡

動作回転数の 整i･ま,ケース両側面のネジを調節する

ことにより変えることができる｡

仕 様

型 式‥…
,‥.EFS塑P5式

接点容量…………………………………AC 600V3A

接点数=………………………….正転側 a接点1個
逆転側 a接点1個

動作回転数調整範囲‥‥…
.50～1,000rpm

最高使用回転数………………………………1,800rpm

化を企画される方々の御参考に供したいと考えてこの特

集号を編さんした｡顧みれぼ50年前,日立製作所がモー

レレの国産化に初めて成功して以来,同社のモートルほ

性能においても生産量においても,つねに業界のトップ

に立ってリードを続けてきた｡この事実ほそのまま本号

の内容の卓越していることを物語るものともいえるであ

ろう｡

(⊃

巻頭言には東京工大教授尾本博士の玉稿をいただくこ

とができた｡誘導電動機が発明された当時をふりかえつ

て語られたこの｢技術史の一こま｣は,すこぶる味わい

探いものがある｡御愛読いただけれは幸甚である｡
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